
 

長野県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する規則の 

一部を改正する規則要綱 

 

事  項 説    明 

1  制定理由 （第９条） 

  広域連合事務局の組織体制の変更に伴う所要の改正。 

（第44条） 

火災等の災害による保険料の減免の対象期間については、

災害発生年度分のみとしているが、災害発生の時期により保

険料の減免額に差異が生じ、不公平感があるため、対象期間

を災害発生日から１年間と定め、取扱の公平を図るもの。 

また、世帯主の収入の著しい減少による減免に関し、収入

等の判断基準を設けるもの。 

 

2  主な内容 広域連合事務局の組織体制の変更に伴い、第９条の審査委

員会の構成職員について、所要の改正を行うもの。 

 

規則第44条に第３項、第４項及び第５項を加え、第３項で

は、災害発生日以後１年を減免期間とし、年度をまたぐ場合

は継続して減免を実施するもの。第４項では、災害発生年度

に減免の対象となる保険料の額がない場合の取扱いを定める

もの。第５項では、世帯主の収入の著しい減少による減免に

関し、収入等の判断基準を設けるもの。 

 

 

 

 

 

3  施行期日 平成28年４月１日（第44条の改正規定は、公布の日） 

4  減免基準

等の適用 

この規則による改正後の長野県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療に関する規則第 44 条の規定は、平成 27 年

度以後の年度分の保険料について適用する。 

 

 

 

 


